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若者・大学サークルとの連携
大阪大学 大学院工学研究科 環境・エネルギー工学専攻

教授 澤 木 昌 典 若者が多くいます。そんな若者の集まりの一つが大学

の環境サークルです。
私の所属する大阪大学にも、公認サークルの一つに

GECSという環境サークルがあり、127名が参加し熱心
に活動しています。

地球温暖化がもたらす集中豪雨災害

理事 塩野 勝

最近、集中豪雨による被害が多く聞かれるようになった。
大気温の上昇は、最近止っている様に見えるが(Hiatus)

台風の勢力が日本近海で衰えないのは海水温が高いため
だといわれている。台風 18号が温帯低気圧となりそれに

湿った空気が送り込まれ、東に次の台風 17号が来てそこ
から送り込まれる湿った空気ががぶつかり合って「線状降水帯」
を作り、そこから記録的な豪雨が降ったために、鬼怒川堤防が
切れて大きな被害を出した。近年の 1時間当たり降雨量 50ｍｍ以上のものは
過去に比べると 10年間当たり 21.9回も増加している。

日本上空の水蒸気量も大きく増加しており、これも加わって、不安定な気

象状態を作っているのである。
今後とも、集中豪雨の危険性は高まっていくと予想される。
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特定非営利活動法人

Ｖｏｌ.３７

-

阪神・淡路大震災の直後、全国からボランティア
が駆けつけ「ボランティア元年」と呼ばれた 1995年
から 20年が経過しました。その後、1998年には特定
非営利活動促進法（NPO法）も施行され、市民による
自律的活動がわが国に根付いてきました。環境 21の
会も、2004年に NPO法人として設立され、10年余り
に及びその実績を積み上げられてきました。
2009年の本紙 vol.12の巻頭で「市民活動とサステ

ナビリティ」と題して、持続的な市民活動の社会へ
の定着に対する期待を述べさせていただきました。
この間、専門とする都市計画やまちづくり分野での

活動を通じて多くの市民活動団体の方々と接しさせ
ていただいていますが、20年余の歳月は市民活動を
先駆的に担ってきたリーダーやメンバーの高齢化、
それを受けての世代交替への要請、すなわち壮年世
代・青年世代の新規参加の必要性を多くの団体に課
してきており、市民活動の持続可能性がより強く問

われていると感じます。
どの団体も若い世代のメンバーの取り込みに苦労

されていますが、一部の若者は若者独自で取組を行
っています。とくに環境保全分野では、この間に学
校における環境教育が進展した影響もあり、環境を
自らの手で改善し、将来世代につなぐことに熱心な

大阪市立大学にも環境部エコロ助というアクティ
ブな環境サークルがあります（140名）。大阪大学の

GECSの場合、3年生までのメンバーが7班に分かれて、
それぞれがテーマを設定して活動しています。古紙回
収やゴミ拾い、自転車のリユース、キャンパス内の緑
化、出前授業などですが、彼らは学年進行により毎年
リーダーを交代しながら、活動内容も変えながら持続
してきています。しかし、卒業して社会に出るとこう

した活動から遠ざかってしまうことも多く、これも課
題でしょう。

そこで、一般の市民活動団体とこれら大学サークル
が、日頃からうまくパートナーシップを結び、時に連
携しながら活動することで、互いの活動内容そのもの
を活性化し合うとともに、大学卒業後には市民活動団

体のメンバーとして活動を継続するモチベーション
が養成されれば嬉しく思います。大学生ゆえ活動範囲
は大学の近傍地域に限定されますが、環境 21の会に
も、近くの大学の環境サークルに連携を求めていただ
き、若者たちに環境保全へのより強い意欲を注力いた
だくことを期待いたします。
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2015 年 7～9月の活動実績

7 月 20 日から 8 月 31 日の夏休み期間に合計 18 回
の地球温暖化防止に関する講義や実験を大人を初め
子どもに対して行った。下記は各寺子屋での活動を
主体に報告する。
Ⅰ．明石寺子屋本校（7 月 29 日と同 31 日）

7 月 29 日には松が丘小コミセンで太陽光の話と万華
鏡作り、寺子屋では太陽光発電の見学とフレネルレ
ンズの実験を行った。7 月 31日にはコミセンでケナ
フの話と工作、寺子屋ではケナフによる緑のカーテ
ンと水養栽培の見学を行った。

Ⅱ．夢前分校
平成 14 年から里山の間伐を開始し、平成 20 年に

は耐火煉瓦製の炭焼き窯を建造して、炭焼きを開始
した。この炭は各地で活用されている。 地主で芸
術家の井原さんが、間伐材で里山のアート化を進め
ていたが、ここ 3 年間、里山を開放して、作品の展

示をしていた。今回、一応の区切りをつけるために、
「里山アート展・クロージングの集い」を開いたの
で参加して、芸術家の人や協力者の人と交流を持っ
た。竹林を間伐して、竹炭にして河川の浄化をして
いる夫妻や、菊炭の野点を楽しんでいる女性の話な
どを聴き、今後の夢前での里山保全のやり方などを

検討するよい機会になった。

Ⅲ．洲本分校

ＮＰＯ法人環境２１の会の歩み（8)

理事長 竹重 勳

低炭素社会への実践活動（神戸クリスタルビルでの
活動）

環境２１の会は、平成 11年明石市明舞団地の松が丘
にある空き家を事務所として発足したが、交通の便等の
利便性から神戸クリスタルビルの環境創造協会のエコ
プラザをベースに、例会や理科教室を実施していた。

平成 12年４月兵庫県神戸生活創造センターが開設さ

れ、発足１年目の環境２１の会は平成 12年度から、こ
の場所での活動を一層活性化し、各方面で行政や他の活
動団体などとの人脈を構築して大きく飛躍した。

４月 28，29，30日の 3日間開催された神戸生活創造
センターオープニングイベントでは、地球温暖化防止の
実践活動事例発表、ケナフの工芸教室、ケナフの相談室、

ケナフに関する活動パネルの展示等を実施した。
11月９日には大気汚染の調査(二酸化窒素 ＳＰＭ)

の実験装置の最終公開実験を実施した。
平成 13年３月４日は兵庫県外国青年交流会で地球温

暖化防止とケナフの活用についての報告とケナフ工芸
品、温暖化防止活動のポスターの展示を実施した。

平成 13年４月１日には平成１２年度の活動の総括報
告会を実施、各種展示の他、ケナフ酢液の使用法（葛西）、
室内での二酸化窒素のケナフ炭による吸収（塩野）、ケ
ナフ炭の消臭効果（竹重）の報告を実施した。これらの
活動はケナフを主体にしたものであったが、現在も環境
２１の会の活動の基礎になっている。
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太い径のケナフを取るために、間隔をあけて植樹した大日の畑は台風のために、一部倒れたので手
直しをしたが、従来どおりの植え付けを行った広石の畑は大した被害は無かった。その後も順調に
生育している。太陽光と風力のハイブリッド発電で、水養栽培も成功裏に完了した。
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今回は、空気についての環境クイズです。

Ｑ１.人間は 1人当たり 1日にどれくらいの空気を吸っているでしょうか？
Ａ１． １．ジュースの缶（350ｍｌ）4.5本分 ２．ペットボトル（2Lir）4.5本分 ３．浴槽 4.5杯分
Ｑ２．幹の直径が 30ｃｍ以下の桜の木 1本で、人間が吐き出す二酸化炭素をどれだけ吸収するか？
Ａ２． １．1人分 ２．2人分 ３．3人分
Ｑ３．酸性雨の原因は何でしょう？
Ａ３． １．硫黄酸化物 ２．フロンガス ３．二酸化炭素

Ｑ４．酸性雨が降るとどんなことが起こるでしょうか？
Ａ４． １．植物や森林が枯れる ２．地球の気温が高くなる ３．野生動物が滅びる
Ｑ５．繊維や紙などの有機物は埋め立て処理すると、土の中の微生物などの力で分解され、土に変ります。

何年ぐらいかかるでしょうか？
Ａ５． １．約 1年 ２．2年 ３．約 50年

正解 Ｑ１．3． Ｑ２．2． Ｑ３．1． Ｑ４．1． Ｑ５．1．

「炭の効力」を啓発
理事 松本 弘
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私たちは炭焼きを実践して、炭の活用を啓発しています。ケナフ炭は消臭剤に、竹炭は水の浄化に、そして
雑木炭は燃料に主に使います。化石燃料の使用で地球温暖化の主原因とされる二酸化炭素の排出が増え
続ける現在、炭の活用は大変意義のあるものと考えています。炭焼が活発になると里山や竹林の保全が行
き届き、山々は生き返り、その結果樹木が二酸化炭素をどんどん吸収してくれます。また豊かな山の養分を
河川へ、海へ供給します。炭といっても最近の若い人たちにはバーベキューで使う程度になって、あまりなじ
みのないものになっています。炭に興味を持ち注目していただくために、写真のようにビール缶を利用し松笠
やドングリの炭焼きをしていますので紹介します。ビールの空缶に炭にしたいものを入れて、アルミフォイー
ルで蓋をして、小さなガス抜き穴を設けて、ガスバーナーで熱すればかんたんに炭ができます。ガス抜き穴
から出る未燃ガスに点火すると炎となって発火します。炭焼きを楽しんで、もっと炭を使ってみませんか。
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Ⅴ．洲本分校での作業
9月 20 日、洲本分校のある来馬邸で、「健康で環境に
優しい食生活」の今後のイベントで来場者に配布す
る竹炭の前処理をした。

先ず焼きあがった竹炭を切断、洗浄、煮沸して、

付着しているほこりや黒い粒子が出ないようにして
乾燥し、あとは袋詰めの出来る状態までにした。

Ⅵ．洲本分校のケナフ畑の状況
また、広石のケナフ畑は、9 月 20 日の状態では、

ローゼルを含めて、ケナフは全て自立し、花も満開

の状態であった。

。

毎週火曜日と木曜日は明舞センターフリースポット（分室）で啓発と交流

１０月
１０月４日 （日）オータムシンホニー（交流と啓発）

１０月５日 （月）大阪財団発表会（交流と啓発）
１０月７日 （水）環境 21の会理事会例会（事業計画）
１０月１０日（土）宮水ジュニア（高須公民館）（森林と炭）
１０月１７日（土）兵庫自治学会で「温暖化防止活動」を発表
１０月１８日（日）イオン環境ﾌｴｱｰで啓発

１１月

１１月１日 （日）三木市ボランタリーフエスタで啓発
１１月４日 （水）環境 21の会理事会例会（事業計画）
１１月７日 (土) 三木市金物市で啓発
１１月８日 （日）三木市金物市で啓発
１１月１４日（土）宮水ジュニア、神原公民館（温暖化と省エネ）
１１月 1９日（木）上郡町 商品テスト（炭の効用）

１１月１９日（木）県立大経済学部、（自然エネルギーと炭）（寺子屋）
１１月２１日（土）播磨町いきいき体験理科工作（万華鏡）

１２月
１２月 2日 （水）環境 21の会理事会例会（事業計画）
１２月１２日（土）播磨町いきいき体験理科工作（ケナフ）
１２月１２日（土）東播磨県民局太陽光フエアー（予定）

１２月１６日（水）朝霧コミセン（地球温暖化防止実践活動）
１２月１９日（土）宮水ジュニアー、神原公民館（オルゴール）
１２月２８日（月）冬休み理科教室、森林保全と、炭で芋焼き（寺子屋）
１２月２９日（火）冬休み理科教室 炭の実験と、炭で餅焼き（寺子屋）

[会員募集]
環境２１の会への入会希望の方は、現会員の紹介をも
らって、下記の事項を記入の上、事務局へお申し込み
ください。理事会での承認を経て入会していただくこ
とになります。

1 氏名 ②年齢 ③住所 ④℡または fax,
⑤あれば E―MAILアドレス

現会員のご紹介のない方は、メッセージ（A４用紙
１ぺ―ジ以内）で環境活動についての思いや経験をお
書きの上、申込書と一緒に下記宛ご提出ください。
事務局

〒673-0862 明石市松が丘３丁目８番５号
ＮＰＯ法人 環境２１の会
電話＆FAX ０７８－９１４－８５２７

編集後記
最近の異常気象には、地球温暖化の影響と

考えられる原因が多いことは 1頁目にも書い
たとおりである。ところが、この編集に入っ
た 9月の最終日には、一度中国大陸に抜けた
台風 21号が温帯低気圧になってから、中国東

北部を東進している低気圧と合体して、北日
本周辺で発達するとの予報が出された。10月
1日には中心気圧 996ｈPAであったものが翌
日には 952ｈPaになるとのことで、爆弾低気
圧（Bombing Weather)となって、ブーメラン
効果を及ぼすとのことである。本州から北海

道まで台風並みの風と雨に襲われると警告し
ていた。これも温暖化の影響である。（M.S)

Ⅳ．明舞センター分室

8月 9日と 8月 16日、東播磨消
費者センターや明舞ひまわりと

協働で消費者トラブル防止事業
として「健康で環境に優しい食
生活」のテーマで、塩分、糖分
の計測と竹炭を使用した飲料水
の味覚実験、塩素の除去実験を
実施し、「健康な肉体と健全な

精神」がトラブルに巻き込まれ
ない最大の方策である事を啓発
した。参加者には竹炭を進呈し
て、竹炭の効用を試してもらう
事にした。

缶コーヒーの糖分計測を見る
子どもたち

竹炭の切断と煮沸をしているところ


